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鋲製は弱視者への視認性に欠け、また滑りやすく、抜け落ちる可能性があることなどから使用しない。



































 
 
 
指定施設整備基準 

 案内標示を設ける場合は、次に定める構造とすること 

(1) 大きく分かりやすい文字、記号、図等で表記し、これらの色彩は地色と対比効果があ

るものとすること。 

(2) 障害者、高齢者等の通行の支障とならないような位置に設けること。 

(3) 障害者、高齢者等に見やすい高さに設けること。 

(4) 照明装置を設ける場合は、判読性を高めるために適切な照度を確保すること。 

(5) 案内標示の周辺に車いす使用者が近づけるよう十分なスペースを確保すること。 

 

 

整備基準解説 図面番号 

 

 

 

 

 

→Ｐ９９ 

〔図15－Ｃ〕参照

 

 

 

 

→Ｐ１０１ 

○ 基本的考え方 

障害者、高齢者等の移動を容易にするため、障害の特性に応じた案内標示を行う。案内  

板・サインの設置にあたっては、車いす使用者、弱視者、高齢者、知的障害者等にも分か  

りやすく、また、通行の妨げとならないよう、設置位置や高さ等について配慮する。照明  

や採光もあわせて配慮する。 

(1) 文字  

書体は太ゴシック系がよい。記号や図は知的障害者、子ども、外国人等にも分かりや 

すいデザインとする。 

(2) 設置位置 

通路等に設置する場合は、通路の幅員に配慮する。また、視覚障害者の通行の支障な 

らないように設置する。 

(3) 高さ 

案内板表示面の高さは、平均的視点の高さと仰角から、床面より 50～200 センチメー  〔図15－Ｄ〕参照
トル程度の範囲とする。この基準は利用者が板面から 100 センチメートル程度の距離か  

ら見ることを想定している。 

(4) 照明 

夜間の判読性を高めるため、照明を近接して設ける。この際反射による判読性の低下 

に注意する。 

(5) スペース 

案内標示の前には車いす使用者が回転できるスペースを設ける。 

 

 

望ましい水準 
(1) 文字 

ア 点字による表示を行う。 

イ 漢字表記については、必要に応じひらがなを併記する。 

○ その他の事項 

  必要に応じ音による案内（音声誘導装置）を併用する。 
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